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那覇空港航空機事故 対策対処総合訓練に参加

航 空 局

――
月
６
日

（木
）
平
成
２６
年
度
那
覇
空
港
航
空
機
事

故
対
策
対
処
総
合
訓
練
に
当
院

∪
ζ
＞
「
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
那
覇
空
港
に
お
け
る
航
空
事
故

の
発
生
に
際
し
、
沖
縄
県
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ

き
、
応
援
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関

と
相
互
連
携
を
図
り
、
災
害
活
動
の
適
切
か
つ
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、
各
種
訓
練
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
乗
員
乗
客
５。
名
を
乗
せ
た
航
空
機
が
滑
走

路
に
着
陸
し
た
が
滑
走
路
を
逸
脱
し
エ
ン
ジ
ン
か
ら
出

火
、
機
体
後
方
ま
で
延
焼
し
多
数
傷
病
者
が
発
生
し
た

想
定
で
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
航
空
局
と
所
轄
の
消

防
が
消
火
を
行
い
、
救
急
隊
が
傷
病
者
を
救
助
し

一
次

ト
リ
ア
ー
ジ
を
し
た
後
、
滑
走
路
わ
き
に
設
置
さ
れ
た

救
護
所
の
赤
　
昔
Ｔ

緑

へ
搬
送
。
当
院

口
ζ
＞
「

は
、

黄

エ
リ
ア
に
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
を
再
ト
リ
ア
ー
ジ

し
、
治
療
や
搬
送
の
手
配
を
行
い
ま
し
た
。

口
ζ
＞
「

の
出
動
基
準
は
、
大
地
震
及
び
航
空
機

列
車
事
故
等
の
災
害
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
航
空
機
事

故
で
の
訓
練
で
し
た
が
、
現
場
で
の
訓
練
に
参
加
す
る

こ
と
で
様
々
な
課
題
な
ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。
空
港
内

で
の
活
動
は
騒
音
な
ど
で
無
線
機
な
ど
の
通
信
が
聞
き

取
り
づ
ら
く
、
人
に
よ
る
伝
令
を
使

っ
た
り
、
風
が
強

く
処
置
等
す
る
の
に
強
風
対
策
が
必
要
で
し
た
。
実
際

の
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
把

握
し
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
実
際
の

活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
場
数
を
踏
み
経

験
を
積
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



`已恙

魔
咸

、
オ
は
高
船
泉
岳
十
　
四
十
七
■
の
基
ど

こ
ろ

雪
は
消
え

て
も
消
え

の
こ
る

名
は
十
載

の
後
ま

で
も

「
汽
笛

一
●
新
橋

を
」

出
発

し
た
■
鉗

れ
卑
」

は
ヽ

泉

岳
十

を
若

に
見

つ

ヽ
東
海
道

を

西

へ
と

下
り
ま
す
。

明
治
時
代
に
お
え
さ
れ
た

『
鉄
童
唱
歌
』
（
人
和
口
走
樹

４
「
）
は
羊
も
が
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
．

そ
こ
に
嗅
わ
れ
て
い
る
四
十
七
■
の
物
語
も
、
日
本
人

な
ら
ん
ら
な

い
人
は
い
な

い
の
で
は
な

い
て
し
ょ
う
か
。

江
′
成

段
十

松
の
廊
下
で
の
″
傷
に
お
を
発
し
て
、

人
る
内
蔵
助
は
じ
め
四
十
七
人
の
よ
＋
た
ち
が
、
二
者

一ヽ一一一ヽヽ
＼

ヽ

ヽ

、

、

、

、

、

ヽ

、

―

‥

・
、

新橋方面を背にして左に JRが定り 右に泉岳寺 (東京都港区高輪)

泉岳寺ては 赤穂浪士討入りのあった 12月 14日 に 毎年「赤穂義士祭」が催されている

(平成 26年 11月 0日 雨の朝)

浅
野
内
匠
頭

の
れ
を
計

っ
た
と

い
う
栞
話
を
も
と
に
、

文
楽
や
歌
キ
た
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
も
、

い
ま
な
お
脈
々
と
演
じ
継
が
れ
て
い
ま
す
．

ｔ
巨
茂
を
上
演
す
な
ば
劇
場
は
必
ず
満
員
に
な
る
と

云
わ
れ
、
心
Ｅ
歳
は

「
〓
〓
の
独
＾
湯
」
と
■
ば
れ
て

来
ま
し
た
。
独
参
湯
は
朝
鮮
人
参
を
用

い
た
率
湯

て
、

万
病
に
効
く
気
付
け
準
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
ｔ
Ｅ
茂
を

題
材
と
し
た
芝
居
の
ヤ
で
最
も
ポ
Ｌ

ュ
ラ
ー
な
作
品
は

『
仮
Ｚ
手
本
忠
Ｅ
茂
』

で
し
ょ
う
。
開
演
に
先
立

っ
て
、

定
式
幕

の
前
に
口
上
人
形
が
現
わ
れ
て
配
役
を
触
な
た

後
、
ゆ

っ
く
０
と
人
序
の
幕
が
日
き
ま
す
が
、
こ
な
は

狂
言

方
が
析
を

四
十
七
口
若
ち
終
わ
る
の
に
合
わ
せ
て

幕
を
聞
き
き
る
と

い
う
独
特

の
演
出
で
す
。

と
こ
ろ
で

『
仮
Ｚ
手
本
ｔ
Ｅ
蔵
』

の

「
仮
名
」
に
は
、

い
ろ
は
口
十
七
夫
字
を

一
行
ｔ
字
ず

つ
き

い
て
各
行
の

最
後
の
え
字
を
十
ぐ
と

「
咎
な
く
て
え
す
」
と
読
め
る

と

い
う

「
い
ろ
は
歌

暗
；
説
」
に
、

四
十
七
人
の
赤
絶

滋
士
の
姿
を
重
ね
て
い
る
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の

『
仮
名
子
木
忠
Ｅ
歳
』
は
幕
府
を
憚

っ
て
高
北

朝
時
代
に
設
定
を
置
き
換
え
、
人
庁
で
語
ら
な
る
兜

の

数
も

口
十
七
。
そ
う

い
え
ば
大
序

の
丼
合
で
守
集
め
な

鶴

ヶ
同
へ
悟
言
の
人
気
本

の
木
は

一
鉄
道
喝
歌
』

に
も

唄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
合
な
が
ら
数
年
前
の
強
風
で

倒
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、　
い
ま
、
そ
の
根
許

か
ら
新
し

い
茅
が
伸
び
て
始
め
て

い
る
そ
う

で
す
ね
．

「
ι
Ｅ
茂
」
も
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
新
し
い
作
品
が

■
ま
れ
涜
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
．
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今月の特集

心
臓

の
し
く

み

心
臓
は
握
―，
こ
ぶ
し
程
の
大
き
さ
で
、
右
心
り
、
ｌｉ

心
室
、
左
心
房
、
左
心
室
の
４
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
て

い
ま
す
．
心
臓
の
壁
を

つ
く
る
筋
肉
は
心
綺
と

い
い

日
律
――――
経
が
支
配
し
、
自
分
の
意
思
が
通
じ
な
い
筋
肉

で
ユ‐
　
全
身
か
ら
戻

っ
て
き
た
血
液
は
卜
　
下
大
静
脈
、

ｌｉ
心
房
　
一千
大
弁
、
右
心
室
、
肺
動
脈
弁
、
肺
動
脈
、
怖
、

肺
静
脈
、
左
心
房
、
僧
帽
弁
、
左
心
室
、
大
動
脈
弁
、

人
動
脈
を
経
て
、
全
身
に
送
ら
れ
ま
す
．

心
臓
は
１
分
間
に
約
７０
１１‐‐
収
綸
し
、
そ
の
つ
ど
約
７０

”
の
血
一枚
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
．
１
分
間
に
す
る
と
、

約
５
で
と
な
り
ま
す
．

心
臓
に
■
を
あ
て
て
鼓
動
を
聞
く
と
、
ド
ク
ン
　
ド

ク
ン
と
聞
こ
え
ま
す
．
ド
を
Ｉ
古
、
ク
ン
を
Ⅱ
■
と

い

い
ま
す
．
Ｉ
Ｉ
は
心
臓
の
収
柿
川

の
は
じ
め
に
二
尖
弁

と
仲
幅
弁
が
開
鎖
し
、
心
室

の
筋
肉
が
収
柿
す
る
時

の

音
、
■
古
は
収
締
期

の
終
わ
り
、
肺
動
脈
弁
と
大
動
脈

弁
が
開
し
る
時
の
音
で
す
。
弁
の
閉
鎖
不
全
や
狭
窄

庁

が
あ
る
と
、
異
常
な
■

（心
雑
Ｉ
）
が
聞
こ
え
ま
す
．

心
臓
は
　
心
筋
が

一
定
の
リ
ズ
ム
で
日
動
的
に
興
奮

す
る
こ
と
で
、
収
縮
と
弛
緩
を
繰
―，
返
し
ま
す
。
こ
の

リ
ズ
ム
は
　
刺
激
伝
導
系
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
心
筋
線

締
に
よ
り
伝
え
ら
れ
ま
す
．
洞
房
結
節
か
ら
の
興
書
が

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
な
り
　
次
の
房
室
結
節
　
ヒ
ス
束

へ
と
伝
尊
し
て
心
室
に
伝
わ
り
ま
す
．
心
室
で
は
右
脚
、

左
脚
の
二
方
向
に
分
か
れ
、
そ
の
先

の
ブ
ル
キ
ン
エ
線

維
は
左
心
室
、
有
心
事
の
心
筋
に
付
着
し
て
　
左
右
の

心
室
は
ほ
と
ん
ど
同
時
に
収
縮
し
ま
す
。
（下
図
参
照
）

心
臓
の
リ
ズ
ム
は
心
電
図
に
よ

っ
て
記
録
さ
れ
ま
す
。

基 纂
ヘ ー

ハ摯 〆ヨ
規則正しく動いている心臓が、心拍数やリズムの異常をおこした

状態を不整脈といいます。心臓は刺激伝導系と呼ばれるしくみによ

り動いています。不整脈は刺激を出す部位の異常や、刺激の伝わり

方の異常によりおこり、さまざまな種類があります。自覚症状がな

く、健診で指摘されるものや長年の不整脈発作で心不全に移行する

ものもあります。定期的な心電図検査を受けましょう。

洞 (房)結節

僧帽弁

房室結節

ヒス束

左脚

大動脈弁

下大静脈
プルキンエ線維



“〕▼整脈とは

不
整
脈
は
、
規
則
正
し
く
動

い
て
い
る
心
臓
の
リ
ズ

ム
が
乱
れ
た
り
、
脈
拍
数

（心
拍
数
）
が
多
く
な

っ
た

り
少
な
く
な

っ
た
り
す
る
状
態
で
す
。
脈
拍
数
が
１
分

間
に
６０
回
以
下
に
な
る
も
の
を
得
に
ぃ

‐ｏｏ
回
以
上
に
な

る
も
の
を
頻
脈
と
い
い
ま
す
。
心
臓
は
刺
激
伝
導
系
に

よ
り
動
い
て
い
る
た
め
、
不
整
脈
に
は
、
刺
激
を
出
す

部
分
の
異
常
に
よ
る
も
の
と
、
刺
激
の
通
り
道
の
異
常

に
よ
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

“〕▼整脈が起こりやすい状態

①
心
不
全
が
あ
る

全
身
に
血
液
を
送
る
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
す

る
こ
と
で
、
息
切
れ
や
呼
吸
困
難
、
肝
臓
の
腫
れ
、
下

肢
の
む
く
み
な
ど
が
み
ら
れ
る
の
が
心
不
全
で
す
。
心

筋
使
寒
、
心
筋
症
、
心
臓
弁
膜
症
、
心
膜
疾
患
、
肺
高

血
圧
症
、
先
天
性
心
疾
患
、
甲
状
腺
機
能
売
進
症
、
慢

性
貧
血
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

心
不
全
が
あ
る
と
、
ど
の
タ
イ
プ
の
不
幸
脈
で
も
起

こ
り
や
す
い
状
態
に
あ
る
と
い
え
ま
す
．
さ
ら
に
、
不

整
脈
か
ら
突
然
死
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
―，
ま
す

②
電
解
質
異
常
が
あ
る

激
し
い
下
痢
が
あ
る
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
い
う
電
解

質
が
大
量
に
排
出
さ
れ
、
カ
リ
ウ
ム
不
足
に
な
り
ま
す
。

カ
リ
ウ
ム
は
神
経
や
筋
肉
の
働
き
に
関
与
し
て
い
る
た

め
、
カ
リ
ウ
ム
不
足
が
原
因
で
不
整
脈
が
起
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

③
心
筋
梗
塞
後
、
あ
る
い
は
心
筋
症
が
あ
る

脈
拍
は
心
臓
の
動
き
で
す
。
心
臓
の
筋
肉
の
収
縮

弛
緩
の
繰
り
返
し
に
よ
る
も
の
で
す
。
心
筋
が
壊
死
す

る
心
筋
梗
塞
や
心
筋
が
変
性
す
る
心
筋
症
で
は
、
不
整

脈
が
み
ら
れ
ま
す
。

④
呼
吸
状
態
が
悪
い

呼
吸
状
態
が
悪
い
と
、
体
に
取
り
込
ま
れ
る
酸
素
濃

度
が
減
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
心
臓
自
体
が
必
要
と
す

る
酸
素
が
減
り
、
不
整
脈
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

“
〕
Ｖ
険

な
不
整

脈

心
臓
が
原
因
で
突
然
死
す
る
人
は
年
間
６
万
人
と

い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
蜃
箋
紺
罪
で
す
。

心
室
と
は
心
臓
の
４
つ
の
部
屋
の
下
方
の
部
分
の
こ
と

で
、
そ
の
心
室
が
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て
い
る
状
態
で

す
。
全
身
に
血
液
を
送
る
ボ
ン
プ
の
働
き
が
停
止
し
、

特
に
重
要
な
脳
へ
の
血
液
が
流
れ
な
く
な
り
ま
す
。
脳

へ
の
血
流
が
６
秒
間
停
止
す
る
と
失
神
、
３
分
間
停
止

す
る
と
脳
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

心
室
細
動
を
起
こ
し
た
場
合
に
は
除
細
動
が
必
要
で
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
も
そ
の

一
つ
で
す
。
治
療
は
、
植
え
込
み
型
除

細
動
器
の
手
術
を
行
な
い
ま
す
。

今nの急になるlコ語

1分間に350回以上心臓の筋肉/」
S細かく動く、いわば心臓のけいれん状態です。

心里3かし, t重瑠之な胎鼎躙譲貨]晨5ξ躊歩亀径lcmにもなりまつ
がつくられ、それが脳に運ばれると脳梗塞になります。

VTの 方が心室

心房細動や心室細動の心臓のけいれんを止めて、洞調律 (正常な
どう1う け,tつ
洞房結節のリズム :60～ 80回/分)に戻します。

電気的に直流刺激を用いて行なう方法が電気的除細動で、一般の

人も使用できるものがAED(自 動体外式除細動器)になります。

除細動



今月の特集 不整脈

,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

｀
び ひ

:AED(自動体外式除細動器)意識のない人には迷わず使いましょう!

,Eコ 倒れた人がいたら、肩を軽くたたきながら、「わかりますか」など大声で呼びかける。

,           反応がない↓呼吸がない
,E大 声で「誰か助けて下さい」と]4んで、「119番、救急車を呼

,  んで下さい」「AEDを持つて来て下さい」と周りの人に頼む。

'日
】ただちに胸骨に両手を重ね、胸骨圧迫 (心臓マッサージ)

'  
を開始。強く、速く、絶え間なく。目安は1分間に100回。

:膊嵯裂肩:「「
電
得
を
さ号t隧型ξ鵞塾磐響]

¨
　
　
　
　
「
到
動
郭
当
恩
ヽ
ふ
０
ア
つ
も

，
Ｓ
Ｐ
５
■
ノ
詢
』
副
型
劇
Ｊ
コ
』
ヽ
の
国
勁
刻
型
い
学
＝
り　
　
　
¨

‘

‘

‘

‘

‘

Ｃ

Ｃ

‘

‘

‘

‘

■

一

一，

ヽ

‘

,

,

′
手の付け根て圧迫する

`
話はまつすq申ばして、|`
富旦[口なつて   lc
垂直に圧迫

`

ただちに胸骨圧迫を再開。  ●

`
`

隙間が出来ないように貝占る。, _
,①酬

鶯
卜
亀急百X化

を
営本瞥1接雪汎解析がはる。

: ④ 「ショックが必要です」~               「シヨツクは不要です」     `
か

↓      `

:  1蜀 ＼`、＼S17    3
,   ビ⊆ミ要    

｀
、CL ヽ ・2分後にAEElから指祟か出る。1

/´
~      ｀

ヽ

'  点飩「
Ctさ＼、  ≠>＼Jキ・救急隊に

=薩
継ぐまで衝じる。こ

(

,

,

●。......ATず最TPP,)rTTλ ^..^...で
脈
が
と
ぶ
、
脈
が
乱
れ
る
な
ど
。

検
　
査

心
電
図
、
心

エ
コ
ー
、
非
発
作
時
は
負
荷
心
電
図
、

ホ
ル
タ
ー
心
電
図
。　
一
般
検
査

（腎
臓
、
肝
臓
、
甲
状

腺
の
異
常
の
有
無
を
含
む
）．

治
　
療

①
基
礎
疾
患
の
治
療
―
心
疾
患
や
甲
状
腺
機
能
売
進
症
、

貧
血
な
ど
の
治
療
を
し
ま
す
。

②
薬
物
治
療
　
抗
不
整
脈
薬
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
心
電
図
を
と
り
、
薬
の
効
果
や

副
作
用
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。

③
電
気
的
除
細
動
‥
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
不
整
脈
を

停
止
さ
せ
、
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
し
ま
す
。

④
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
‥
徐
脈
の
場
合
に
は
、　
一
時

的
な
も
の

（体
外
式
）
と
恒
久
的
な
も
の

（体
内
埋
め

込
み
式
）
が
あ
り
ま
す
。

⑤
電
気
的
焼

灼

術

（カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

心
臓
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
高
周
波
に
よ
り
、

不
整
脈
発
生
部
位
を
焼
灼
し
ま
す
。

⑥
植
え
込
み
型
除
細
動
器

（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）
　

心
室
細
動
の

場
合
に
手
術
を
行
な
っ
て
埋
め
込
み
ま
す
。

※
た
だ
し
、
中
に
は
治
療
不
要
な
不
幸
脈
も
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
喫
煙
や
ス
ト
レ
ス
等
を
減
ら
す
よ
う
に

心
が
け
て
、
定
期
的
な
検
査
を
受
け
ま
し
よ
う
。

症動
悸
、
め 状

ま
い

失
神
、
け

い
れ
ん
、
意
識
障
害
、

⑤放電ボタンを押す。

0電気シヨックのあと、すぐに胸骨圧迫を行なう。



一緒に べる

スイートポテト
来客のときのおもてなしに 手作りのスイーツはい

かがでしょうか。ほくほくのスイートホテトは20分 Il:

で手軽に作れ 栄枷 itよく、喜ばれるでしょう。すり
つぶす際はマッシャーがなければ 木べらを月1いて練

るか、フードプロセッサーを|卜 てヽも簡11に出来ます。

■ 材 料

(4イ回)

'ツ
マイモ ]50g

A パター 大さじ2弱 牛乳 60cc
砂糖 大さじ3と 1/3卵黄 2個

■作 り方

“

了サツマイモは皮をむいて,om厚に切り、たっぷ
りの水とともに繭でる.柔らかくなったら湯を切
り 芋が熱いうちにマッシャーなどですりつぶす。

グ幣l恙疑懸f鰭ょ肥閣電も[
ら人からおろし 卵黄 (焼くときに塗る分少量を

残す)を加えて手早くitせる。

′
‐31ア ルミカップに詰めて成形し、卵黄少量を表面に｀
 塗る。

41200℃ のオーフンで 5～ 6分焼いて焼き目をつ

ける。

Iサ ツ7イ [】

サツマイ[け腸を刺球じマ櫻通を促進し 大腸の里物を排
出させる不溶性のセlL□ ―スやヤラビンなどの合物繊維
今分な塩分を″1出するヵ″ラムが皇営,血 圧を下げた ,

tくみにも効果由マす.またビクミンC ピタミンE βカロ

千ンが豊富に合まわ7おり かんや生活習慣信予Lも期イ寺
7をます イのほか 度の色素にもll酸化作用があるの7
■けん0なとにし71■ こと0べるのtおすすめてす。

キニーネの発見

マラリアなどの解熱剤として

キナ (南米原産、アカネ科キナ

ノキ属の樹木)の樹皮が効果的

であることに気付いたヨーロッ

パ人は 18世紀末ころからその

活性成分の分離を試みてきまし

た。その研究に成功 したのはフ

ランス人の薬剤師 P」 ペレティ

エ (当時 32歳 )と JBカ ヴェ

ン トウ (当時 25歳 )。

ふたりは主成分のキニーネの

お薬のよιま咤をL
分離に成功 して 灰色キナ皮に

はシンコニン 黄色キナ皮には

キニーネ 赤色キナ皮にはシン

コニンとキニーネ (どちらもキ

ナアルカロイ ドの一種)が存在

することを突き止めたのです。

その後 ふた りはパリー番の

医師で生理学者のマジエンディ

に臨床実験を依頼、キニーネは

マラリアだけでなく あらゆる

間欠熱 (高熱期と無熱期が交互

に現われる熱型の病気)に最良

の薬であることが立証されたの

です。彼らは

人類のために

その製法を公

開 したので、キニーネの製造は

世界中で始められました。

]900年にはふたりの言己念像

が建立。除幕式で「キニーネに

よつて世界の人々に恩恵を与え

た彼らは、不滅なブロンズ像に

な つた」と讃え られま したが

1941年 ナチスによって破壊。

しかし 1951年には記念碑とし

て再建されました。
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… “【むくみの原因は ?】

むくみ 鮮 腫)とは 細胞や

血管の隙間を満たす間質液と呼

ばれる水分が、通常より多く溜

まつてしまつた状態です。血漿

の一部は毛細血管からしみ出し

て間質液となり、その間質液を

血管に戻すのはリンパ管の役目

です。そこでむくみの直接的な

原因に、①毛細血管から血漿が

過剰にしみ出ること、②リンパ

の流れに問題があること (リ ン

パ浮腫)が上げられます。

①の場合には静脈の鬱血 (心

不全、腎臓病 四肢の圧迫など)、

血漿タンパク質の低下 (栄養不

足 肝臓疾患など)あ るいは

炎症やがんが考えられ、0では

がんや炎症、手術などによるリ

ンパ管の障害が考えられます。

むくみは全身に起こるものも

あり 局所的なものもあります。

特に下肢ではリンパの流れが下

から上へ しかも遠くまで流ll

て行かなければならなしヽため

]日 中立ち仕事をしていると、

病気でなくても夕方には足がむ

くむようになります。

〔むくみのチェック】

以下の症状がみられたら む

くみ対策を行tJい ましょう。

下 1退 の胆の内 lel、 足の背

くるぶしの周りを押すと

指の痕が残る (指が沈む)。

頭を触るとぶよぶよする。

上瞼をつまむとで縦にしわ

量階昴年の qk.

体を動かしましょう。椅子に座

=■ ■
=「

首■廻したり 踵を

二 ■
=■

t11■ 単な運動ても、

可寅力'手 ■●三■
「

 寝たきり

の場合にはマッサージも有効で

す。腎臓に問題かなけれは 水

分を適度に摂ることで むくみ

は解消さrlやすくなります。そ

れでも解消さllな しヽ場合には

まず内科を受診しましょう。

夕日|ッ ト○蜘ラつ 5

dFい
☆はラッキーカラー

☆はラッキーデー

囲
囲
囲
囲
囲
国

00000

p

今月のカラー 【自色を取り入れ、今年を振り返って自分の心を整理整頓】

運
運
運

際
　
体

交
金
全

運
運
運

際
　
体

交
金
全

纏攀鞭　礎攀攀　狸華黎

☆オレンジ色  ☆ 12月 20日

交際運 友人と映画や観劇に行くと吉.

金 運 趣味にお金を使うと良いことが起こりそう.

全体運 公園など自然を楽しんでみましょう.

☆紫色 ☆ 12月 17日

交際運 年配の方との交流を深めると吉.

金 運 思わぬ出貢で悩みそう.

全体運 静かな時間を大切にしましよう。
☆紺色 ☆ 12月 6日

たくさんの人たちとの交流が増えそう.

通帳記帳や見直しをしてみましょう

楽しい計画を立てると吉.

☆金色 ☆ 12月 8日

友人からの誘いが多そう.

食費がかさみそうなので要注意.

要らない物は捨てる勇気を.

☆薄紫色 ☆ 12月 18日

ホームパーティーが吉。
プレゼント代はケチらないこと.

写真の整理をすると吉.

☆青色 ☆ 12月 30日

些lmな 一言がトラカレの原因に.言葉に気を付けて.

細かい出買が増えそう
食生活を見直して健康管理が第一

.

一人の時間もとりましょう.

金運アップの兆じ.く しや福弓にチャレンジ.

お香やアロマの香りがラッキーを呼びそう。
☆黄色 ★ 12月 31日

交際運 因っている友人の相談に乗つてあげましょう.

金 運 イ墜 .使い道は慎重に.

全体運 大掃除は早めにl.Aめましょう.         1
■赤色 ☆ 12月 9日    |

重際遣3mi場を買試も.気をっけt l
全体運  ピンクの花を飾ると吉.

☆ビンク色  ★ 12月 28日

交『祭運 友人とのおしl・ べりにラッキービントがあるかも.

金 運 財布を変えてみると吉.

全体運 部屋のlltき掃陸 すると吉。
☆銀色 ☆ 12月 12日

交際運 年下の人からのお誘0ヽま吉.

金 運 家電の買い替えは吉.

全体運 書類やはがきの整理整頓をしましよう。
☆茶色  ☆ 12月 7日

交際運 外出は控えめに.疲れI」lたまりそう。
金 運 好きな食べ物にお金を使うのは吉.

全体運 拭さ掃除を念入りに行ないましょう.

☆緑色 ★ 12月 16日

□

囲
問い合わせ先 :ラ・ミステ・ヤスラギ 0359535241

愛結 :霊感とタロット、そしてカラーのエネルギーを読み取る独自の占術で多くのファンを持つベテラン占い師

9月
生まれ
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お
し
ゃ
れ
と
は
、
身
だ
し
な
み
を
整
え
て
美
し
く
装
う

こ
と
で
す
が
、
外
見
は
も
と
よ
り
、
心
も
美
し
く
元
気
に

し
て
く
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
服
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

お
し
ゃ
れ
を
し
て

気
持
ち
も
明
る
く

髪
型
な
ど
に
も
心
を
配
っ
て
、
他
人
か
ら
見
ら
れ
た
り
褒

め
ら
れ
た
り
す
る
と
自
信
も
湧
き
　
心
か
ら
若
返
る
も
の

で
す
　
鏡
に
姿
を
映
し
て
、
自
分
の
姿
を
客
観
的
に
見
る

お し ゃ れ で

者 替 え や す い

衣 服 の 工 夫

お気に入 りの服は

リフオーム しよう

お気に入りの服は、ボ

タンをファスナーや面

ファスナー (マ ジツク

テープ)に替えると、

着替えか楽になります。

ファスナーにリンクやリボンなとをつけると 指かかけ

やすくなるとともに、綺麗なリングや可愛いリボン等に

することで おしやれを楽しむこともできます.

I洋服選びのホイン ト1

肌触りがよく、伸縮性に優れた素材の服を選びましょう。

上着は襟口や袖日、肩の周りなどがゆつたりとしたもの、

ズボンは腰かゴムで、裾もゆつたりしたものが便利です。

イラス ト 松平あすか

多

1■ ‐

一
　

■
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ヽ ミ、ヽド、ド、べヽ ＼ヾ ド゙もヽ ヽヽ ＼゙ヽ ミヽ ヾ゙ :ヽヽヽ ミヽ

こ
と
で
周
―，‐―‥―

力
ら
見
ら
れ
る

自
分
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
、
背
筋
も

自
然
と
伸
び
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

た
と
え
若
替
え
る
動
作
が
身
体
的
に
少
々

辛
く
な
っ
て
き
た
と
し
て
も
、
毎
朝
決
ま
っ
た
時
間
に
起

き
て
寝
間
着
か
ら
部
屋
着
に
若
替
え
る
習
慣
は
、
で
き
る

た
け
続
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
と
は
い
っ
て
も
、
パ

ジ
ャ
マ
か
ら
ジ
ャ
ー
ジ
に
着
替
え
た
の
で
は
、
清
潔
き
は

保
て
ま
す
が
、気
分
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
に
く
い
で
す
ね
、

高
齢
者
や
要
介
護
者
向
け
に
、
機
能
的
に
工
夫
さ
れ
た

服
や
靴
な
ど
で
も
、
お
し
ゃ
れ
な
も
の
が
最
近
で
は
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
人
が
好
き
な
色
や
デ
ザ
イ
ン
の
服
を

着
る
こ
と
で
、
気
持
ち
も
晴
れ
や
か
に
な
る
も
の
で
す
。

介
助
さ
れ
る
人
の
好
み
を
よ
く
理
解
し
て
、
そ
の
日
の

人
気
や
気
分
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
服
や
靴
だ
け
で
な
く
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
も
本
人
が
自
分
で
選
べ
る
よ
う
な
心

遣
い
が
ほ
し
い
も
の
で
す
．

お
し
や
れ
を
す
れ
は
心
も
弾
ん
で
　
明
る
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
．
満
足
な
お
し
ゃ
れ
が
で
き
れ
ば
、
ふ
だ
ん
は

引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
も
散
歩
や
買
い
物
に
出
掛
け
た
く

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
誰
か
に
会

い
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
通
院
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
も
、
い
つ
も
よ
り
明
る
い
気
持
ち
で
通
え
る
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
。

/1 #ミ
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「
日

上

▼

２

お腹の筋力を

粕:キ寺しょぅ!

【仰向けに寝てエクササイズ】
★足首を1目 むつもりで

布団や床に寝たまま、腹筋と足の付け
=

根の筋肉を意識 して、ゆつくり息を吐き
:

ながら上体を起こしてみましょう。   l
足首を掴むつもりで上半身を丸めて、1

息を吸いながら、もとの姿勢に戻ります。 :

]

Ⅲ ●● Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
…

Ⅱ Ⅱ Ⅱ
…

Ⅱ
`

布団や床に仰向けに寝て、両手は

まつすぐ上に伸ばす。

両足は膝を軽く曲げて、上げる。

ゆつくりと息を吐きながら両手を

足首の方に伸ばし、上体を起こして

いく。

これ以上上半身が起き上がれない

ところで 5秒 くらい静止 したのち、

ゆつくり息を吸いながらもとの姿勢

に戻る。

上半身を起こすときもゆつくり、

もとの姿勢に戻るときもゆつくりと

行なうことで、効果が上がります。

負荷を大きくしたい場合には、上

半身を起こして静止する時間を7秒
間くらいにしてみましょう。

さらに運動の強度を増すには、仰

向けに寝て、曲げた両足の足の裏を

床にびつたりとつけた姿勢で始めて

みましょう。そのままゆつくり足首

に手を添えて、座った姿勢まで起き

上がつて下さい。

負荷を小さくしたいときは、背中

の下に座布団やクツションなどを置

いて行なうといいでしよう。

上
▼

３

イラス ト 松平あすか



体
の
他
の
部
分
は
暖
ま
っ
て
も
手
足
が

冷
え
て
い
た
り
、
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て
も
足

が
冷
た
い
ま
ま
と
い
っ
た
状
態
が
続
く
の

が
冷
え
性
で
す
。
こ
れ
は
た
だ
の
寒
が
り

と
は
違
っ
て
、
心
臓
か
ら
遠
い
手
や
足
の

先
に
ま
で
血
液
が
充
分
に
行
き
届
か
な
い

た
め
に
お
こ
る
血
行
障
害
と
い
え
ま
す
。

血
行
が
悪
く
な
る
原
因
と
し
て
、
動
脈

硬
化
や
、
外
気
の
寒
さ
で
血
管
が
縮
ん
で

も
と
に
戻
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
や
、
そ
れ
に
伴
う
自
律

神
経
の
働
き
の
乱
れ
も
大
き
な
原
因
に
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
周
期
的
に
ホ
ル

モ
ン
の
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
女
性
は

冷
え
性
に
な
り
や
す
く
、
特
に
ホ
ル
モ
ン

分
泌
が
乱
れ
る
更
年
期
に
症
状
が
強
く
な

る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ヽ

　

ヽ

´ ´ ´ ´ ′ ´ ´ ´ ´ ´ ′ ´ ´ ´ ´ ´ ´ ´ ´ ′
、

お風呂にハちう
シャワーだけでなく、ゆつたり湯船に浸かりましよう。冷たくなつて収縮し

た毛細血管が広がり、血行がよくなります。

ヽ
■ 眈 t騰 粽 お8齊躙 識 薦 奮

してしまいます。

｀
 回 入浴剤、またはみかんやレモンの皮をお湯に浸けて入りましょう。身体

｀ の保温効果を高める作用があります。

、  お酒やお酢を入れると毛穴の脂肪や老廃物を溶かして、新陳代謝を高める効

、 柔ば罰3讚
高めて、発汗作用を促すグルマニウム温浴が出来る

 ` 1言 J足湯だけでも効果が期待できます。足湯はちよつと熱め (42℃ ～43℃ )

 ヽ が適温です。

、  ■■■〕湯船に下半身だけ(情からこぶし1個上まで)浸かりましょう。心臓か

、
  R唇憲度

をゆつくり温めることで、血
`子

が
｀
 1年畷玉ED入 浴中に足の指を開いたり

｀ 閉じたりして、自律神経の活性化を促し

、  ましょう。

｀ 便篭蛋藝麗菫コD身体を冷やさない

ヽ ように、髪を乾かして、靴下などを

｀
 勒 :i逆効果になります。

ヽ ′ ´ ´ ´ ′ ´ ´ ´ ´ ´

ヽ

、

‐
′

／

′

‐
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

今
年
は
夏
が
あ
ま
り
暑
く
な
か
っ
た
の
で
、
暖
冬
傾
向
に
あ
る
の
で
は
？

と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
が
、
は
た
し
て
ど
う
で
し
ょ
う
。

し
か
し
こ
と
さ
ら
寒
冬
で
な
く
て
も

「冷
え
」
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
は

多
い
よ
う
で
す
。
「冷
え
性
」
は
西
洋
の
医
学
で
は
病
気
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
た
め

「冷
え
症
」
と
は
い
い
ま
せ
ん
。
普
段
の
生
活
を
見
直
し
て
、

改
善
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

′７

１
ｔ

冷
え
を
防
ぐ

冷
え
性
は
西
洋
医
学
で
は
病
気
と
み
な

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
冷
え
症
で
は
な
く

冷
え
性
と
表
記
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
慢
性

的
な
血
行
障
害
は
、
肩
こ
り
や
腰
痛
、
肌

あ
れ
や
肌
の
く
す
み
に
も
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
貧
血
、
糖
尿
病
、
腎
炎
、
心
臓
病
、

卵
巣
機
能
障
害
、
栄
養
失
調
、
心
不
全
と

い
っ
た
病
気
が
背
後
に
隠
れ
て
い
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
症
状
が
重
い
場
合

に
は
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
単
に
手
足
が
冷
え
る
と
い
っ
た

レ
ベ
ル
を
越
え
て
、
痛
み
を
伴
う
な
ど
の

症
状
が
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
レ
イ
ノ
ー
病
、

バ
ー
ジ
ャ
ー
病
と
呼
ば
れ
る
血
行
障
害
の

病
気
や
、
膠
原
病
、
血
栓
症
な
ど
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。
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血液をサラサラにして毛細血管を
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身体を温める(冷やしに4い虜 べ勿   有効なビクニク,ミ1ネラル

冬が旬の野菜/根菜類 :               ビタミン81:[日、十くる、口「

寒い地方の果物      4そn^  :'itilllf]it｀

 ` 積極的に歩くことをこころ力Чナて、エレベーターやエスカレーターに頼らず、

、 できるだけ階段を利用するようにしましょう。

3ヽ諮議ζ腎皐T(『 謳ゞ警語fF取會記ょぅ。
 `3)腕を大きく振りましょう。
 ヽ35:習準男訪瞥罫菫81誌碁宅]

 ` ストレスを解消し」三う
 ` ストレスや緊張があると血管が収縮するため、血行が悪くなります。

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

充分に唾場をラ,くちう
睡眠不足はホルモン分泌や自律神経にも影響を及ぼすため、

身体が冷えやすくなります。

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

『lTl蜀¥VJ F'望催舌X団
り9

聰=0 回=O V‐日
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日
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ヘルス   アツプ  プラス

フア ン`シヨンヽ
=ti主

意

ホルモンのバランスが乱れると血液の流れを

コントロールする自律神経の機能が低下して、

冷え性の原因になります。女性は特に妊娠中と

更年期に女性ホルモンのバランスが乱れがちに

なりますので、注意が必要です。また、無理な

ダイエットによる月経不順から冷え性を招いて

しまうこともあります。ダイエット

による栄養不足や貧血、あるいは低
血圧も、冷え性の原因となります。

ほかにも身体にぴったりした月反を

着ると血行を悪くすることは否めま

せん。流行もあるでしようが、ミニ

スカートや薄着も身体を冷やしてしまいますの

で、冷え1生になるリスクが高くなります。

お腹や首、足を冷やさないようにこころがけ、

重ね着をしましょう。ヒールの高い靴、足首や

ふくらはぎに余裕のないブーツ等も血行を悪く

してしまいますので、避けた方がいいでしょう。

【
`44Ч

YO当 l
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世界糖尿病デーは、糖尿病の脅威が世界規模で拡大し

ているのを受け、世界規模で糖尿病に対する注意を喚起

しようと、国連は 2006年に 11月 14日 を糖尿病デーと

定めました。この日を中心に、糖尿病に対する社会的な

関心を高め、糖尿病の治療と糖尿病合併症の予防に積 l・
ll

的に取り組み、コン トロールする意欲を高めようと、世

界各地できまざまなキヤンペーンが実施され、沖縄県で

も美浜の観覧車や日本中の著名な建造物をシンボルカ

ラーであるブルーライ トで照らしています。11月 14日

は、192i年に世界で初めてインスリン発見に成功 した

カナダの医師であるフレデリック・バンティングの誕生

日にあたります。

当院でも 11月 14日の糖尿病デーにあわせ、糖尿病

について深く知って頂くために、本館図書室にて無料血

糖測定、糖尿病の DVD鑑賞、無料バンフレットの配布

や看護師による健康相談をイ子い、約 50名の方が参加さ

れました。実際に自分の血糖を確認 し糖尿病の予防また

治療に対する意識向上や、自分自身の健康状態を知って

頂く良い機会となりました。

糖尿病予防のためにも、今後もこのような活動を行っ

て行きたいと思います。

薪病院見学
バスツ7-を開催

当院は平成 28年 4月新築移転に向けて、新病

院の工事が色々と進んております.

現在は地■ 2階半分まての基礎が出来上がり、

地下 11皆 こま、免震構造の装置が取リイJけ られま

した.工事が完了した時点ては、なかなか見るこ

とができない免震装置を見学するため、当院ては

同員向けのパスツアーを開催いたしました.

これまでに職員 200人以 卜が現場を視察しま

した。見学した職員からま「なかなか減多に見る

ことができない免震装置を実際に見学がてき、貴

重な体験●Jできました,1と ありました。

地下 1階



【企画情報室】

私たち企画 青報室は、現在 4名のスタッフで業

務を行つています。

業務内容は、電子カルテシステムの更新情報管

理や、病院ホームページの更新をはじめ、サーバー

機器管理、通信機器管理、電子カルテ端末や、イ

ンターネット端末の故障等への対応、また、不正

アクセス ウイルスの侵入防止対策、県内 4ク
リニックのシステムやインターネットのトラブル

対応も行つています。

特に電子カルテシステムは、中部徳洲会病院と

徳洲会新者ルじクリニックに導入されており、患者

様の責重な1青報を、診療、調査研究、教育、法的

資料等に速やかに対応できるよう、情報系システ

ムの安定稼lsllを 日々めざして努めています。

2年次研修E‐I鈴木遼       沖1電市消防から発表     Dr(arス タッフから発表

10月 30日 に救急総合診療部による勉強会を、近隣消防のll急隊を交え行いました.

今回は 2年次研修医鈴木遼先生による「痙撃Jに ついての発表で、痙攣の種類や症状、てんかんとの違いを発

表して頂きました.救急隊が搬送する際には、接触時の状況、どのような痙早だつたのか、庁撃時間、症状など

の観察した内容を伝えて頂くことか治療に大きく役立つ情報であることや、家族より既往歴や内服薬、これまで

に同じ症状の有無、脳の手術歴を聴取して頂くことで、病院到着後すぐに治療開始かできることを説明されました

また今回は Drcar症例検討会も行いました 沖縄市消防と Dr carか活動した事案を、消防と病院側から発表を

行い、活動の検証をしました 他機関か現場で活動するためには、情報の共有が必須となります また時には現

場が危険な場合があり、安全に活動するためには安全確保IJ必要です.今回は情報の共有の方法や二次災害につ

いて、また運用時間外について・I々 なことを確認 しました 安全 迅速に活動できるよう これからもこのよう

な検討会を行いたいと思います

2年次研修E‐I鈴木遼 沖縄市消防から発表



冬になると乾燥が気になりま

すね。朝起きると喉がからlJら

になつていませんか? 肌にも

よくありませんし、低温低湿を

lfむインフルエンザウイルスは

空気が乾燥していると長時間に

わたつて感染力を持ち、空気中

を漂います。そこで 加湿器を

使わなくても部屋の乾燥を防ぐ

方法を いくつ力■召介します。

I霧吹きを使うl消臭スプレー

やリネン用スプレーを利用しま

しょう。アロマオイルを精製水

で薄めて、霧吹きで噴霧しても

いしヽでしよう。

【濡れタオルを吊る】タオルを

濡らして適度に絞リ ハンガー

などで吊るしておきます。

【やかんでお湯を沸かす】ロロ効

18木

19企

ホ
ロ

一
先
勝

性を望むなら やかんでお湯を  わЧすましょう。

20 1 O21

22']
人

安

沸かすのが一番効果的。【煮物

料理をする】のも、同じ効果が

あります (いずれも人の元には

充分注意して下さい)。

ほかにも 【浴室の扉を開けて

おく】【洗濯物を部屋干しする】

または 【フローリングの床を水

拭きする】なども有効ですが

却つて湿度が高くなりすぎない

ように気を付けて下さい。

【水を張つた容器 (洗面器等)

や観葉植物を置く】のもお勧め

です。観葉植物は、空気が乾燥

MY DAILY MEM0
体温 血圧 通虎□

あ奏なとのメモに

ご活用下さ0ち
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12企

13・
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15月

16火

17水

23炎 |―
1誕 .

赤

口

すればするほど水分を空気中に

放出します。itの上が乾いたら

水を与えることを忘れずに。

先

勝

仏

減

そして 【ときおり Q
窓を開けて空気を入

れ替える】ことを心

今年もあつという間にカレンダー1枚を残すばかりとなりました。何かと気ぜわし
い月ですが、こんな時こそ漢字の熟語クイズで頭脳を回転させてみませんか?

入
安

24水

25木

26金

薔公請a雪馴:翼紡認鼻猾
― なるようにしましょう。またA～ Dの文

字を使い四学熟語を作つてください。

間 13:日仝蛹驚額;ЪE69覺
―  成させま味 う。

□□□□
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